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プログラム 
 
序文：相互認識及び国のイメージの形成 

－「日本におけるスペイン年」及び「スペインにおける日本年」のための戦略－ 
 

 
国家ブランドは、国家がその価値、並びにビジネスへの適性、財産、文化、生活基準及

び観光への関心などにつき形成できる各種の連携により形作られる。  

 

歴史上、かかる連携は徐々に、そして恒久的なものとする意図をもって作り上げられて

きた。しかし、即座に国境を越えた通信が可能で、一国家の一般的なイメージがどんな

出来事によってもすぐに変化し得る今世紀においては、すべての関係部局、特にその指

導者たちが、投資先の決定、貿易パートナーの選定、学習、観光、製品購入などの決定

を左右する重要な財産である国家ブランドを管理するために必要な手段を保持すること

がとても重要となる。 

 

過去という重荷、何らかの側面そのものに対する無知又はバランスを欠いた見方は、イ

メージやブランドの歪曲を引き起こしうる。 

 

そのため、スペインと日本はパブリック・ディプロマシーの実践として、「日本におけ

るスペイン年」及び「スペインにおける日本年」の機会を、相互に知られていない側面

について知らしていくための貴重な機会とし、一層レベルの高い国際協力、二国間投資、

貿易あるいは学術交流につながるような新たな連携を作り上げていかねばならない。 

 

第１５回日本・スペイン・シンポジウムは、上述分野における二国間関係の専門家・当

事者による議論の場を提供することにより、「日本スペイン交流４００周年」の準備機

会として機能することを目指している。 

 

会場：カハ・ソル財団本部 
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日程 

 
 
11 月 12 日（月） 
 
 
9:00- 9:30 出席者登録 
 
9:45-10:15 開会式 

 
歓迎の言葉：ピラール・ラカスタ カハソル財団社会事業・通信・制度関係部長 

 

発言者:  

 

ジュセップ・ピケ  

スペイン側座長(パンゲア国際コンサルティング社社長、ブエリング社社長) 

横山進一  

日本側座長（住友生命保険会長，日本経団連ヨーロッパ地域委員会委員長） 

アルトゥーロ・フェルナンデス  

西日経済委員会委員長、マドリード商工会議所会頭  

佐々木幹夫 日西経済委員会委員長（三菱商事相談役） 

ゴンサロ・デ・ベニート 外交長官 
 
 
10:15 – 10:45 コーヒーブレイク 

 
 

10:45 – 12:15  第１セッション： 

スペインと日本の相互認識：両国の国家ブランドについてアップデート 
 
 グローバルな視点から，日本とスペインが有している特質及び最近の出来事がそれに対して及

ぼした影響について分析する。続いて，国家ブランド形成の専門家の参加を得て，日西両国のブ

ランドが（情報不足あるいは第三者の思惑等により）被り得る「イメージの歪曲」を和らげるた

めの具体的措置は何かについて議論を行う。  
 
 
 10:45 – 11:15 
  

司会・モデレーター:  
カルロス・エスピノサ・デ・モンテロス スペイン・ブランド上級代表 

   
発表者: 

 フアン・ディエス・ニコラス 社会学教授（国家ブランド専門家） 
加治慶光 内閣総理大臣官邸内閣広報室参事官（国際・ＩＴ広報担当） 
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11:15 – 12:15  
 

パネリスト: 

ロサ・マリア・カラフ ジャーナリスト（元国営テレビ・アジア太平洋担当特

派員） 

ゴンサロ・ブルホ インターブランド社 ラテンアメリカ・イベリア担当部長 

フェルナンド・ランサス 貿易投資庁（ＩＣＥＸ）制度協力・サービス調整部

長 

テレサ・サエス エクステンダ（アンダルシア州貿易促進機関）代表 

近藤誠一 文化庁長官 

黒田清彦 南山大学教授 

高橋 毅 国際交流基金欧州総局長兼ロンドン日本文化センター所長 

 
 

12:30-14:00 第２セッション： 

経済及びビジネス環境：再生可能エネルギー及び第三国市場における協業 

 

現在のビジネス環境について議論を行い，相互間の貿易・投資を拡大させ，それぞれのブラン

ドの潜在力を活かしつつ，再生可能エネルギーや第三国市場での協業を強化するための具体的措

置につき検討する。 
 

12:30 – 13:00 
 
司会・モデレーター：  

ダビッド・ペレス 産業・エネルギー・観光省国際エネルギー関係局次長 

 

発表者: 

フィデル・ペレス エネルギー多様化・省エネ機関（ＩＤＡＥ）事務局長 

古川一夫 新エネルギー・産業技術総合開発機構（ＮＥＤＯ）理事長 
 
13:00 – 14:00  
 

パネリスト: 
フアン・マリア・ゴンサレス・メヒアス  

アンダルシア州イノベーション・産業・エネルギー担当部長 

ヘルマン・ベハラノ アベンゴア社社長補佐（国際関係担当） 

ラファエル・マテオ アクシオナ社エネルギー担当部長 

池谷 仁夫  

三菱商事地球環境・インフラ事業開発部門部長 新エネルギー担当部長 

加藤辰也 日本貿易振興機構（ＪＥＴＲＯ）マドリード事務所長 

山田 淳 外務省欧州局審議官 
 
 
14:00   非公式昼食会 
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11 月 13 日（火） 
 
 
9:30 – 11:00   第３セッション：文化産業，教育及び人の交流：経済及びブランド形成セクター 
 
 
文化産業は，単なる企業活動の範ちゅうを超えて，若者を引きつけ，人的交流や観光を促進

し，新たな国家ブランド形成のための原動力となるものである。 

 また日西間の学生交流は双方の社会の接近を促す波及的な効果を持っている。 

 このセッションでは，文化産業や教育交流が，若者を中心とする人的交流の拡大を促すために

持つ潜在力について分析し，その潜在力を最大限活用する方策について議論する。 
 
 9:30 – 10:00 
  
 司会・モデレーター: ラモン・モレノ カサ・アジア館長 

 

発表者: 

 ホセ・マリア・ラサール 教育文化スポーツ省文化長官 

近藤誠一 文化庁長官 
  
 10:00 -11:00 パネリスト: 
 イバン・フェルナンデス・ロボ 双方向芸術科学アカデミー会長 

アドルフォ・ムニョス シェフ（アドルフォ・グループ会長） 

モデスト・ロンバ スペイン・ファッションクリエーター協会会長 

加治慶光 内閣総理大臣官邸内閣広報室参事官（国際・IT広報担当） 

黒田清彦 南山大学教授 

高橋 毅 国際交流基金欧州総局長兼ロンドン日本文化センター所長 
  
  
11:00 -11:30 コーヒーブレイク 
 
 
12:00 インディアス古文書館（慶長遣欧使節関連資料）視察 

フアン・マヌエル・スアレス・ハポン・アンダルシア国際大学学長による案内 
 
 
 シンポジウム終了 


